







であり‘ 30 0 'F近〈ちつ泣いている。そして現在手間売上げ I0 0億円内外
といわれ‘売築業者でゐる行商人と製薬関係者で ］， )j人近〈のものがこれに従





















人数においても、 i麗 k の企業の経営規模の大きさにおいても‘業界の指導者層
においても‘製楽工業においても護山市は中核であった。 ff列｜えば幕末の業者
数は 3千数百人であワた iJ>a 富山の町のそれは2千 5百人をしめていたし‘そ
の可 f或りのものは家内工業として製薬をなしていた。〕しかし富山市の近代化




速に復興した a 生店主企業熔は沼利／る手法人 l/.8' • i樋人企業者 I.6 ヲ2-:r：ゐっ
たが‘戦時中企業皇室繍令により／？に統合され‘配給商でも J戸／袋制を施行
した。戦後この統制は解除になり h 沼和 25年・1乙は 135, 33半ー には 2 Iる
となった。
現在の製薬工場の県内分布を都市引にみると （3 3半／尽現在では〉裏山市
は '1l/.工場であって圧倒的に多い。そして中新川郡 3る a 滑川市 3I‘高岡市










空襲 軍主 草案 法＝ 産 額 の 矯 移
富 山 策 会 国
正手 度 生産額 前半比増加 生産
昭和 28 I. g lj. If. 8'.6 ／〈み百／ J仏5t:r 7 J; ！／.ヰ’4._ 
:;, '1 I. 8'ら3 /. 0 IL/., 0守3 3，ヰ
3 () ユ，030 8'. '1 IS，守Oヲ Iユ.8
31 7, I 8'ヲ 7.8 I '1,Iら3 ユ O.~ι






f:l 産 高嘉 工場投
I. 0 0 0万円以と ら
50 0～4 000 5 
ユ00～ 500 I 8'
I 0 O～ ユD0 26 
50～ 100 L/. I 
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全国の府県別製薬工場設は＇ 3 .2半宋の厚生省調では‘東京カ五分一位で 7!3‘ 
芳二位大i波 !j.0 !j. h ついで重富山県は芳三位であり． しかも富山市とその周辺が
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／ ι3，その fqの地区が 5b と合っている。なお玲昭子立は議開喫で g0をしめ











も多〈‘療全体の 6.5 0 0人のうち 3分の J強にあたる :2,0 I 0 t乙達していた。
水橋‘滑川がこれに吹いでいた。海婚に殆んど連続して位援する ζ の.2つの町




富山市 2,QI 0 高岡市 I 06 




E宣加積 137ー そのft!{) 氷見説 ／ 
婦負署名 5g lf.（うち四方l/.35) 上新川郡 なし
射 71<都 7 "lb （うち小杉lf.b‘黒川村る〕
東A跨波郡 I If.5 fうち中国 73‘磐若野
ら:2〕 計 ι.5015 
- 188 -








大島村 /lj.5 g5 
下村 J,06 I /f/.31 
間前 233 ／ぷ'71













/, '7’I 9 
ォザ31 2~71 Sb 
7同ヲ761Ls:，ヲl/-2
と ζ ろが 32年度に富山県の薬務課が調斉した資料によれば‘号IJ表のように
令俸として増加しながら色その聞にこれらの平野の町やことに農村地区をふ〈
めた郡部において増加は急速であった。
呉~の r）、杉‘大門の二百T を中心として大島村‘下村等射 7fく地方の犠カ日や‘ま
た新湊附泣：や海老n:など低潟地帯の増加も著し＜ iー また呉察のと市町を申心と
する立山富了その他農村の場力日等の内陸方商の激増している ζ とが注意される。
富山市は現在はわずかに 3,0 0 0人対外であるのに対し込滑Jl・市はほぜこれ
に近援する数をもっている。そして滑川市を含めて海岸地区の lf!Tや村では 7'
8' 0 c人の多きに達レている。 ζ とJ三そのうち滑川市と ！K橋町のi持者でl.J, 6 00 
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人を専をえ‘喜山手野ではもっとも多い靖氏である。売繁の中心地は今や寄山市
よりもむしろ ζ 、に移ったと兎ても大した誤りではない tらいである。 t!:帯数
をみると E富山市は 35,8'00であるのに；材レて‘滑jI ！？官のそれは .5,'750、7k
橋町は 3,260で合せて 9,2 I 0である。乙の世帯主士の割からみると滑Jl¥ 7k 






はな〈／人の義者が 2；黒tζ 行商する場合は Z入として計算してあーるので込この
計数はこれを減じた色の f凡そ 3害！I内外に当る〉として考慮するのが適当でゐ
る。このようなわけで富山では I0 t!t帯に／人込 i号川‘ 7k橋では 2t!:帯 iζ ／人
iJ），だ素行再軍人であるという風に考えてはならない。なお和合l!fは呉酉と呉突の
主誌にゐるが‘伸通川の遁にあり‘射 7k 低 I!草地帯に援しているので ~!JC\ 呉主主地位互
に入れ♂。手野部では呉索のと市町が一つの小中心地をなしているが、兵引
i士大門‘小杉，呉羽‘実婿i皮$（ 乙れは中田町が中心） ~乙分散している。この



















が35%‘旅費 h 宿泊費が 30%，売子賃金 I5泌が主なるもの℃あるといわ
れる。行膚回数も地域により季節により一様ではないが‘春秋の二回が色っと
も多い部舗であるが‘交通が便利］になるにつれて a その回数は i曽加する傾向が
あり a 一定の行商地域を IXtJって平 lj.. 5 i国も旅t乙出かけ‘／ケ弓内外づつに
して行百五する場合が多い。農村からの行商人は農閑期利用であり B 経営規居草色
慨して小さ t通／人であるいは精 h. I人ないし .2人の補地員をつれて仔〈。そ
の行商の従事日数は，経営規模や農村専業と兼業とにより司なり相違があるがt









いて‘役場統計では II 8'名を数えるのであるけれどもその実態を 調奈した
と乙ろ I8' S名であったといわれτいる。これは量豊島号期にしばら〈の期簡を売
子とレて！援主に雇われてゆ〈のであって統計にとらないのが裕当数いること‘
また極めて零細であって年所得数万円 tζ 達しない単なる「小使い金かせぎj と
レて営む者もゐり a また若干はもぐりで仔 f笥にでるものもあるからである。
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明西日置先の都道府県別分布では北海道七f/, I 0 0人で一番多〈．吹いで索京の
gヲO人 h 新潟‘埼玉．福島‘静間‘愛知の n質でゐる。しかし地方別では中部
















tと多~＼ 0 手口合町の売薬が盛んになったのは比較的に新し＜ I 大 lEI 0 F手頃から
でゐって a この頃漁獲高の減少 B 芳一次大戦後の米傭高t乙苦しんだ漁民が売，共
行商を選ぶようになったが．大正 I;,1¥の震災後の復興に相応じて急速に伸び
たのであった。和合町は照京に集中しているのに対し‘！司じ〈売薬の盛んな滑








秋田県 I38"1 l 1 t I ι 。II I 31./. 30 3ヰ 。 0 7 。！ I 
山形祭 i 101引ぺ .2'1 I 。 I/. 
.2 '1 .2 3'7 37 l./lf. ／ 
:1 宮城県 j :1 3! 2 ;I ~~I ~I ~l .2ヲ ヰユマ 7 33 0 lf. 7 
福島県 iぺ7 '7'71 8'3 .28' 3 ら .2 nr ;), I 
.2.S I lf.5 S ! 21 .2 ／ ／ $ .2 lf. 
茨’城県 ilf.!f 7 ユ守 s 。 .2 。 // s 
3ユ 3 ら0 31./. ;J,;J, lf. 。 lf. I ／ If. lf. 
J栃木県 I36 ／ すら If.If. ／ ／ ／ 6 市 s 
;},/ 3 lf.O 3lf. 2:2 3 。 I 3 s 
lf. 
Iら 3 If.I 31/. ユ色 芯 I 0 ／ 
策京都！ 6 'I g t,;J, 38' !8' Iβ SI tι 
lf.3 .23 lf.7 :zg Iヲ .2 I 12 I '73 
時玉策 IS:l s 10 C 必If. .25 I I .2 12 ／ s lf. 
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；一二－1上l ;:1海 大 7.1< 
尾 新漢江を老 杉 門 見 波 晴晴
JI I 波波
町都市宇江 灯 町 村村市 市 市部君S 外、d
。;}, /;}, 」Z 1/- 。。:z 。0 0 0 ヰ。 ／ ;},;}, 。 ヲ 1/- 3 。
o。i ;, 。 。。 l/. 0, ／ 。 7 ユ :z 。。 。;, 0 0 0 
。;, 7 J, :J, 。／ 7 。0 0 0 3 。 ／ 13 ／ 3 。:J, 2 。0 0 0 0 
I ヲ 。5 :J, 。:J, ~I 。I 3 I 3 I 7 :J, :J, I 01 ／ 。0 3 0 I 
2 15 1ら 5 I ,;}, ／ ／ ら 。。ュ o ユt
／ 3 7 ;J, ;, ／ 。／ 。。0 3 0 I 
;, 3 II 。 6 。 斗 。。o I . If. 
ユ ／ ？ ／ g 。 え5 。0 0 0 0 
／ ;J, I/. 。 2 ;, 。ユ 。。。。。103 。;, g I I .2 。。／ ／ 。。。／ ι。
るS /:J,~ヲ 78$ ;;,73 :J.08' :J.l/-'7 l!S fl.3 n.守 ／5 1/-0 ユ30 37 :J,lfl '7,7 6 I 
Sユ ヲ1/- 57;, 1ι守 t佳 1らO ら0 ι3 1/-呼 11.f. 3/ 56 s, '71/-;, 
If.ft 1慣 56/ lb/ 1明 153 ら3 ta. ヲg 13 23 13g ユら n1 ι;J,ヲg




想像され易いが‘実際はかならずしもその還りではな t‘ ζ とに都会地におい

















組合 C問 Aる；， '1名〉‘共栄薬草露協同縫合cr可s；，；， 名〉などが前者の191であ
り‘滑川地区配重量家庭築協同組合 fi司／， 3 5 0名〉‘富山家援薬協同級谷 fR司










の 拙君事 戦時戦後経済と金融 f中〉 富山県における実在的僻究 f寓
大組著書経演学部論集分4号）
@ 拙著 「行商騒と領域経辞ー・ 重富山売薬業史の研究J6 7頁
＠ 拙稿 富山の出稼売業 f地理 a唱和33 'F 3沼号〉
＠および＠拙稿 富山平野の兼議農村一発築中心型の村 f富山県の地理
学的仔究 去十 3集〉
本橋の計教は富山療薬務霊祭の鞠．査またはその発行する各半度の富山県薬務行
政寝覧による。
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